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新日本海藻誌、

吉田忠生著 内田老鶴園刊

25+ 1，222ベーン

定価46，000円+税 1998 

「新日本海藻誌」がついに出版された。北海道大学名

誉教授吉田忠生博士の労作で，序，凡例，本文(緑藻綱，

褐i巣綱，紅i楽綱)，引用文献，学名索引，剰1名索引を合

わせ，総ページ 1，247の大著である。

岡村金太郎先生の日本海藻誌は1936年に出版以来，

日本の海藻を研究する人々の座右の牲として広く使われ

てきたが， :FlJ行後の60有余年の聞に，新種や日本新産の

草fI，学名に変更のあった種，あるいは分類上の所属が変

わった程!などが多数記録されたため，最近はかなりの知

識と資本|を持ち合わせている者て・ないと「岡村:海藻誌j

は使いこなせないという状態になっていた。幸い，著者

の吉庇l忠生博士は 「岡村 :淘i巣誌」 以後に新たに加わっ

た海謀や学名の変わった海藻などの全てを含めた海藻の

リストを共同研究者らと作成し，1985年以来，5年毎に

改訂版を本誌に発表して下さったので，私たちはきした

る予備知識や資料がなくても n高l村:海藻誌Jを使い続
けることが市I能であった。しかし，新種の海藻がと3のよ

うな特徴をもつのか，どのような理由で・学名が変わった

のか，分類上の所属が変わっているのはなぜか，等々を

知ろうとすれば，それぞれ原論文に当たらなければなら

ない。それには多大の時間と労力が必要である。「岡村:

御旅誌」の問中ili改訂版ともいうべき新しい日本海藻誌の

刊行は計I~ もが符ち皇室むことであった。

著者の吉田博士は北村正道大学に絡を世かれてより「新

日本海7*誌Jの1'1二成を言I-lilliされたという。良く知られて
いるように，北海道大学は創立以来海藻を専門とする学

者が歴代の教授に多く，この方々が門下生と共に収集し

た悔i尉謀本や資本qは膨大なii1に上り，また関係図書も豊
富におiiっている。「新日本海諜誌J作成の場としてこれ
以上の恵まれた環境はないといえる。吉田博士は日本産

海球の一種一種について文献を精査し，カー ドに必要事

項， 般の特徴， 分布な どを丹念にモ::~込む作業を続けら

れた。後にこの作業にはパソコンが用いられるように

なったが， いずれにしても大変な努力であつことは想像

に難くない。なお，このカード作りは全世界の海藻に関

する情報推理にも応IIJされた。吉田博士が北海道大学に

移られたのが1968年とのことであるので大著が私たち

の 目前に現れるまでに実に 30 年の歳月 を~: したことに

なる。「新日本海藻誌Jの刊行は日本の族学界にとって
の快挙である。吉田博士の永年の労苦を多とし，r新日
本海ì~同日の刊行を心から喜びたい。

本訟は序文に始まり，学名』こ|刻する国1:祭槌物学命名規

約を解説した凡例が続き，次の本文で緑藻綱230種，褐

ì~長綱 308筏， 紅泌綱838極の合計約 1 ，375径が解説される。

各網では，綱の解説，自の検索 ;目の解説，手|の検索 ，

科の解説，属の検索 ;属のjrj1f.説，程iの検索，そして種の

解説へと紋く。綱， EI，科， 属には命名者名，記載年，

記載文のページカf記され，また自にはタイプの手|名，平|

にはタイプの属名，属にはタイプの種名がそれぞれ記さ

れる o )m~， についてはどのよ うな);;t;l !未 を も つかが解説さ

れる。極の記述は本件の根幹をなす部分で，種名，著者

名， -記jloc~ I:-:，記載ページ，和名， シノニム(異名) と続
き，さらにその粧を引用 した主な文献が挙げられ，また

適宜解説図が挿入される。種の特徴の記述は最も行数を

費やしている。そのあとにタイプ産地，タイプ桜本の保

存場所，地理的分布と続く。程により垂直分布の機子が

記されるものもある。分類上の問題が特記されている穏

もある。引用文献は67ページに及び，1997年までのも

のが網羅されている。

rEPIs:産海藻類総覧」の副題からもわかるように，r新

日本海藻誌Jは日本産海藻の全ての穏をまとめた同定期
の~:であると岡崎に 日本の海藻の全貌を知るW:でもある

ので， i毎i巣を翻査研究をする人には不可欠の本である。

海藻研究者の座右のおとなるものであり，また広く大学

や獅i楽に|拘わる調査 研究機関の図告白5等に必備の本で

もある。

もし本に対して注文をさせていただくなら，それは図

についてである。印刷用手11'1のゆえかと思われるが，区1.

特に桜本写真の図が全体に小さい傾向にある。同定が主

目的の本であるので，粧の特徴がわかりやすいように大

きくするか，特徴がでるように一部拡大などの工夫があ

ると一明良かったと思う。もうひとつは形態用語の図Wf.
である。ifij:l弘:の体桃造や生殖器官には独特の!干j詩が多

く，文章だけでは専門家でも理解し難いものがある。残

念なことに，海藻の形態分類用語をわかりやすく解説

した本はほとんどなく ，あっても入手しにくい。事情が

許すのであれば，後EI， 区|を伴ったHJ詩解説の別↑IItの出

版も考えられよう。一歩進めて，海藻の教科書であれば

なお望ましい。「新日本海藻誌jに親しみを持つ市高ーが

増えることはまず間違いないと思う。
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